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313 ヘッシェルの生涯およびその中心的神学思想の概観

A
・
J
・
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
生
涯
お
よ
び
そ
の
中
心
的
神
学
思
想
の
概
観

――
講
演
「
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
思
想
に
つ
い
て
」
の
要
旨
と
若
干
の
敷
衍
――森　

泉　

弘　

次

第
一
部　

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
ど
う
い
う
人
か

（
1
）
家
族
関
係
お
よ
び
（
ユ
ダ
ヤ
）
思
想
的
背
景
︱︱
東
欧
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
指
導
的
ラ
ビ
の
系
譜

詩
人
ア
ル
テ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
が
「
わ
た
し
は
一
人
の
他
者
で
あ
る
）
1
（

」
と
言
い
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
自
身
が
「
自
己
の
本
質
は
非
自
己
で
あ

る
と
こ
ろ
に
在
る
）
2
（

」
と
看
破
し
た
よ
う
に
、
人
間
は
根
本
的
に
は
創
造
者
、
救
済
者
な
る
神
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
は
自
分
が
帰
属
す
る
家

族
、
共
同
体
、
お
よ
び
祖
国
の
歴
史
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
個
人
の
主
観
か
ら
見
れ
ば
他
者
に
よ
っ
て
根
本
的
に
規
定
さ
れ
て
誕
生
し
、
生
育

し
て
い
く
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
の
父
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
派
の
ラ
ビ
、
母
も
同
じ
く
同
派
の
ラ
ビ
を
父
に
持

つ
女
性
だ
っ
た
。
父
方
の
祖
父
は
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
創
始
者
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
（
一
六
九
八
―
一
七
六
〇
）
の
再
来
と
言
わ
れ
た
ほ

ど
の
傑
出
し
た
義
人
（
ツ
ァ
デ
ィ
ク
）
だ
っ
た
。
先
祖
の
一
人
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
と
同
名
の
ラ
ビ
は
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
死
後
同
派
の
指

導
的
ラ
ビ
、
す
な
わ
ち
ラ
ヴ
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
母
方
の
伯
父
ア
ル
タ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
シ
モ
ン
・
パ
ロ
ウ
は
聖
書
的
敬
虔
の
鑑
の
よ
う
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314

な
人
で
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
七
歳
の
と
き
父
が
病
死
し
て
以
後
、
事
実
上
彼
の
精
神
的
父
と
し
て
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
幼

い
頃
か
ら
こ
の
伯
父
を
敬
愛
し
、
そ
の
一
挙
手
一
投
足
を
ま
ね
び
し
つ
つ
成
長
し
た
）
3
（

。
未
開
社
会
の
多
く
で
母
方
交
叉
イ
ト
コ
婚
（
母
の
兄

弟
の
娘
と
の
婚
姻
）
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
男
子
に
と
っ
て
母
方
の
伯
父
が
父
以
上
の
権
威
を
持
つ
風
習
を
世
界
の
多
く
の
諸
民

族
が
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
文
化
人
類
学
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
）
4
（

。
前
記
母
方
の
伯
父
ア
ル
タ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
シ
モ
ン
・
パ

ロ
ウ
は
娘
の
一
人
を
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
嫁
が
せ
る
こ
と
（
母
方
交
叉
イ
ト
コ
婚
）
を
望
ん
で
い
た
が
、
息
子
の
早
す
ぎ
る
結
婚
を
憂
い
た
母
親

の
反
対
で
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
が
（
親
類
筋
で
は
な
い
）
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
と
結
婚
し
た
の
は
、
米
国
亡

命
後
の
一
九
四
六
年
三
十
九
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
は
一
人
の
兄
と
四
人
の
姉
が
い
た
。
兄
は
ラ
ビ
と
な
り
、
一
番
上
の
姉
は

ラ
ビ
に
嫁
い
だ
。

（
2
）
少
年
期
と
青
年
期
、
お
よ
び
歴
史
的
状
況
︱︱
ナ
チ
ス
の
台
頭
・
奪
権
（
一
九
三
三
）・
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
の
連
関
を

念
頭
に
お
い
て
（
母
と
三
人
の
姉
が
犠
牲
と
な
る
）

A 

少
年
期
と
青
年
期
（
学
習
と
研
究
に
焦
点
を
お
い
て
）

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
幼
少
期
か
ら
将
来
東
欧
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
命
運
を
背
負
っ
て
立
つ
べ
き
運
命
を
負
っ
た
人
と
し
て
、
家
族
と
共
に
す
る
一

日
二
度
あ
る
い
は
三
度
の
祈
り
（「
礼
拝
」
と
も
言
わ
れ
る
）、
ト
ー
ラ
ー
（
モ
ー
セ
五
書
）、
中
世
屈
指
の
ト
ー
ラ
ー
注
解
者
ラ
シ
）
5
（

の
申
命

記
注
解
、
タ
ル
ム
ー
ド
、
ミ
ド
ラ
シ
ュ
等
の
ユ
ダ
ヤ
教
教
典
の
コ
ン
ス
タ
ン
ト
か
つ
集
中
的
学
習
の
う
ち
に
成
長
し
た
。
十
四
歳
頃
の
ヘ
ッ

シ
ェ
ル
は
十
一
世
紀
初
期
の
ト
ー
ラ
ー
と
タ
ル
ム
ー
ド
の
注
解
書
お
よ
び
中
世
最
大
の
ユ
ダ
ヤ
教
哲
学
者
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
）
6
（

の
法

典
、
ミ
シ
ュ
ネ
ー
・
ト
ー
ラ
ー
に
精
通
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
学
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ユ
ダ
ヤ
教
学
校
で
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
数
学
、
歴
史
、
そ
の
他
の
文
系
、
理
系
諸
科
目
を
も
学
ん
だ
。
思
春
期
に
は
シ
ュ
ネ
ー
ア
ゾ
ー
ン
博
士
を
師
と
し
て
近
代
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315 ヘッシェルの生涯およびその中心的神学思想の概観

西
欧
の
書
物
を
多
読
し
た
。
や
が
て
リ
ト
ア
ニ
ア
（
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
郷
土
）
の
ヴ
ィ
ル
ナ
市
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
正
統
派
ラ
ビ
学
に
触
れ
る

と
同
時
に
近
代
西
欧
の
哲
学
、
文
学
、
数
学
、
自
然
科
学
を
学
ん
だ
。
ド
イ
ツ
語
の
学
習
に
も
打
ち
込
ん
で
、
一
九
二
七
年
ベ
ル
リ
ン
大
学

に
入
学
し
、
主
に
近
代
西
欧
哲
学
、
ユ
ダ
ヤ
教
学
、（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
）
聖
書
学
、
セ
ム
語
系
古
典
文
献
学
等
を
学
ん
だ
。
フ
ッ
サ
ー

ル
の
現
象
学
も
学
ん
だ
ら
し
い
。
学
位
論
文
の
主
題
『
預
言
者
的
意
識
』
と
研
究
方
法
（
歴
史
的
状
況
と
預
言
者
の
言
行
テ
ク
ス
ト
即
ザ
ッ

ヘ
（
事
象
）
に
注
意
を
集
中
し
て
そ
こ
か
ら
意
識
に
映
発
し
て
く
る
預
言
活
動
（Prophetie

）
の
真
理
内
容
を
把
握
し
、
簡
潔
に
記
述
す

る
方
法
）
に
そ
の
深
い
影
響
が
見
ら
れ
る
。

B 

歴
史
的
状
況
（
一
九
一
八
―
一
九
四
五
）
―
―
第
一
次
大
戦
後
連
合
国
側
が
ド
イ
ツ
に
課
し
た
過
大
な
賠
償
金
・
超
イ

ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
に
苦
し
む
ド
イ
ツ
国
民
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
と
ナ
チ
ス
の
台
頭

こ
こ
で
西
欧
史
、
特
に
同
時
代
の
ド
イ
ツ
史
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
見
る
な
ら
ば
）
7
（

、
第
一
次
大
戦
が
ド
イ
ツ
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
の
が

一
九
一
八
年
。
翌
一
九
年
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
す
べ
て
の
海
外
植
民
地
そ
の
他
の
領
地
を
含
め
七
万
二
千
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
失
っ
た
。
勝
利
側
の
列
強
は
、
二
百
億
金
マ
ル
ク
と
い
う
払
い
き
れ
ぬ
巨
額
の
賠
償
金
を
課
し
て
、
ド
イ
ツ
国
民
に

深
い
怨
念
を
植
え
付
け
た
。
ナ
チ
ズ
ム
胚
胎
の
絶
好
の
条
件
が
用
意
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
）
8
（

。
同
年
ヒ
ト
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
労
働
者
党
に
加
入
し

て
間
も
な
く
指
導
権
を
確
立
し
、
二
三
年
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
失
敗
、
翌
二
四
年
投
獄
さ
れ
る
。
獄
中
で
第
一
巻
を
書
き
あ
げ
、
そ
の

中
で
ア
ー
リ
ア
民
族
を
文
化
創
造
者
と
し
て
優
秀
民
族
）
9
（

、
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
他
民
族
文
化
に
寄
生
す
る
有
害
な
劣
等
民
族
）
10
（

、
文
化
破
壊
者
と
規

定
し
て
排
除
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
因
み
に
日
本
民
族
は
創
造
性
を
欠
い
た
模
倣
一
辺
倒
の
「
文
化
支
持
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
戦
後
ド
イ
ツ
は
賠
償
金
の
支
払
い
と
イ
ン
フ
レ
に
苦
し
み
つ
つ
も
工
業
生
産
力
を
徐
々
に
高
め
て
い
く
が
、
大
恐
慌

の
起
こ
る
一
九
二
九
年
、
ド
イ
ツ
に
短
期
外
資
を
投
下
し
て
い
た
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
の
投
機
熱
に
刺
激
さ
れ
て
外
資
を
引
き
上
げ
た
た
め

金
融
難
に
陥
り
、
失
業
者
が
増
大
し
た
。
こ
の
年
の
十
月
世
界
経
済
恐
慌
の
発
生
（
一
八
五
七
年
の
最
初
の
世
界
恐
慌
か
ら
数
え
て
八
回
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目
）
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
経
済
は
破
綻
に
瀕
し
、
一
九
三
三
年
ナ
チ
ス
は
全
権
委
任
法
案
の
成
立
強
行
に
よ
っ
て
独
裁
権
の
確
立
に
成
功
す

る
。
一
九
三
五
年
の
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
法
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
す
べ
て
の
法
律
上
の
保
護
を
奪
い
、
一
九
三
八
年
十
一
月
の
大
虐
殺
と
第
二

次
大
戦
中
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
シ
ョ
ー
ア
）
へ
の
道
を
敷
い
た
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
三
八
年
一
〇
月
末
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の

ア
パ
ー
ト
に
い
る
と
こ
ろ
を
突
然
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
襲
わ
れ
、
国
境
外
に
移
送
さ
れ
た
が
、
辛
う
じ
て
逃
走
で
き
た
。
カ
フ
カ
『
審
判
』
の
劇

的
シ
ー
ン
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
危
機
だ
っ
た
。
し
か
し
「
炉
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
燃
え
さ
し
さ
な
が
ら
」（
ゼ
カ
リ
ヤ
書
三
章
二
節
）

奇
跡
的
に
命
を
救
わ
れ
た
。
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
に
神
が
か
け
た
言
葉
「
彼
ら
（
敵
対
者
）
を
怖
れ
る
な
。
わ
た
し
が
一
緒
に
い
て
あ
な
た
を

救
い
出
す
」（
一
章
八
節
）
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
中
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
母
と
三
人
の
姉
の
命
を
失
っ
た
。

第
二
次
大
戦
の
遠
因
が
、
第
一
次
大
戦
の
勝
利
側
で
あ
る
西
欧
列
強
の
復
讐
心
か
ら
す
る
過
大
な
賠
償
金
請
求
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

い
ま
な
お
戦
火
の
や
ま
ぬ
泥
沼
イ
ラ
ク
戦
争
（
二
〇
〇
八
年
末
現
在
イ
ラ
ク
側
死
者
十
万
人
弱
に
対
し
米
国
側
戦
死
者
四
千
人
強
）
が

九
・
一
一
同
時
テ
ロ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
復
讐
心
を
ば
ね
に
起
こ
さ
れ
た
こ
と
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
人
類
史
最
大
の
問
題
の
一

つ
で
あ
る
戦
争
の
根
絶
の
た
め
に
、
今
こ
そ
、
ユ
ダ
ヤ
出
自
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
を
質
的
に
超
え
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
愛
敵
の
精

神
」
に
汲
む
べ
き
時
が
き
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ガ
ン
ジ
ー
の
悪
に
対
す
る
非
暴
力
的

抵
抗
も
山
上
の
垂
訓
に
霊
感
を
得
て
想
到
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
告
白
か
ら
推
定
さ
れ
う
る
）
12
（

。
ボ
ン
・
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
や
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
は
彼
ら
の
後
継
者
だ
っ
た
。
そ
し
て
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
「
イ
エ
ス
の
代
贖
死
」
と
い
う
教
義
は
拒
否
す
る
が
、
ハ
ー
レ
ム

の
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
差
別
の
苦
し
み
に
む
せ
び
泣
く
黒
人
少
女
を
思
っ
て
眠
れ
ず
、
キ
ン
グ
牧
師
等
と
共
に
公
民
権
運
動
に
立
ち
上
が

り
、
米
空
軍
の
絨
毯
爆
撃
の
犠
牲
と
な
る
無
数
の
ベ
ト
ナ
ム
国
民
の
苦
し
み
を
思
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
ジ
ョ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
等
と
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
運
動
を
組
織
し
た
点
で
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
義
と
憐
み
の
ク
ロ
ス
す
る
イ
エ
ス
の
精
神
に
限
り
な
く
近
づ
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
神
学
者

で
あ
っ
た
。
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317 ヘッシェルの生涯およびその中心的神学思想の概観

第
二
部 　

対
話
の
哲
学
者
ブ
ー
バ
ー
と
顔
貌
の
哲
学
者
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
の
差
異

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
早
く
か
ら
著
書
を
通
し
て
ブ
ー
バ
ー
を
知
っ
て
い
た
が
、
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
の
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
時
代
に
通
っ
て
い
た

改
革
派
系
の
ユ
ダ
ヤ
教
高
等
学
院
に
お
い
て
で
あ
る
。
ブ
ー
バ
ー
は
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
を
西
欧
に
紹
介
し
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
か
ら
霊
感
を
得
て

発
想
し
た
対
話
の
哲
学
の
書
『
わ
れ
と
汝
』（
一
九
二
三
）
で
一
躍
世
界
的
名
声
を
博
し
た
哲
学
者
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
基
本
的
に
は
ハ

ス
カ
ラ
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
啓
蒙
主
義
の
徒
で
あ
っ
て
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
を
発
見
し
て
関
連
の
著
作
を
発
表
し
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
神
髄
た
る
非
律
法
主
義
的
な
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
慣
例
遵
守
を
貫
く
素
朴
な
信
仰
態
度
と
は
無
縁
の
人
、
原
則
と
し
て

シ
ナ
ゴ
グ
で
の
礼
拝
に
参
加
し
な
い
リ
ベ
ラ
ル
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
だ
っ
た
。
彼
の
対
話
の
哲
学
が
西
欧
と
日
本
の
知
識
層
の
広
範
囲
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
一
因
は
、
そ
こ
に
あ
り
そ
う
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
始
祖
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
お
よ
び
彼
の
法
灯
を
連

綿
と
継
い
だ
ラ
ビ
た
ち
と
、
正
統
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
の
律
法
主
義
と
主
知
主
義
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
を
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
に
限
り
な
く
近
づ
け
て
く
れ
た
彼
ら
を
敬
慕
し
て
や
ま
な
い
無
数
の
庶
民
信
徒
と
の
間
に
起
こ
る
愛
と
忍
耐
と
信
頼
の
逸
話
集
を
研

究
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
的
信
仰
の
神
髄
を
西
欧
の
人
々
に
紹
介
し
続
け
た
ブ
ー
バ
ー
の
功
績
は
、
ど
れ
ほ
ど
賞
賛
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
。
ブ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
先
駆
的
仕
事
が
な
か
っ
た
な
ら
、
一
世
代
若
い
弟
子
の
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
正
統
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
思
想
の
受

容
は
ず
っ
と
遅
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ブ
ー
バ
ー
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
真
理
へ
の
す
ぐ
れ
た
洞
察
力
を
垣
間
見
せ
る
一
例
を
挙
げ
る
。『
ユ
ダ
ヤ

教
論
』
の
一
節
「
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
隣
人
愛
の
真
の
意
味
は
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
が
果
た
す
べ
き
神
命
で
あ
る
点

に
あ
る
の
で
は
な
い
、
隣
人
愛
を
と
お
し
て
、
隣
人
愛
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
神
と
出
会
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
…
…
レ
ビ
記
一
九
章

一
八
節
の
『
あ
な
た
の
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
』
と
い
う
聖
句
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
後
に
「
わ
た
し

ky45306ヘッシェルcB.indd   317 09.10.13   11:09:58 PM



318

は
主
で
あ
る
」
が
続
く
。
…
…
こ
の
く
だ
り
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
神
は
言
わ
れ
る
『
わ
た
し
が
遠
く
に
い
る
と
あ
な
た
は

思
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
隣
人
を
愛
す
る
と
き
、
あ
な
た
は
そ
こ
に
わ
た
し
を
見
い
だ
す
の
だ
）
13
（

』」。

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
軽
蔑
を
露
に
示
す
リ
ト
ア
ニ
ア
の
正
統
タ
ル
ム
ー
ド
学
派
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
で
あ
る
。「
わ

れ
神
よ
り
も
ト
ー
ラ
ー
を
愛
す
）
14
（

」
と
い
う
言
葉
は
、
ハ
ラ
ハ
ー
（
狭
義
の
律
法
）
と
共
に
、
と
き
に
は
そ
れ
以
上
に
ア
ガ
ダ
ー
（
救
い
の
出

来
事
に
つ
い
て
の
証
言
、
物
語
、
譬
え
、
お
よ
び
詩
、
歌
、
あ
る
い
は
格
言
で
表
現
さ
れ
る
啓
示
、
宗
教
的
智
恵
、
敬
虔
）
を
評
価
す
る

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
と
は
違
う
。
と
は
い
え
、
人
間
の
顔
そ
の
も
の
が
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
の
誡
め
で
あ
る
と
い
う
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
な

主
張
は
、
ハ
ラ
ハ
ー
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
ア
ガ
ダ
ー
的
で
あ
ろ
う
。
彼
は
言
う
。「
汝
殺
す
な
か
れ
の
掟
が
刻
ま
れ
た[

他
者
の]

顔
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
わ
れ
ら
の
欲
求
を
満
た
し
て
は
く
れ
な
い
し
、
克
服
し
が
た
い
障
害
に
直
面
す
る
経
験
に
還
元
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
顔
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
わ
れ
ら
の
権
力
の
前
に
無
防
備
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
は
殺
人
は
可
能
だ
か
ら

だ
。
た
だ
し
殺
人
を
犯
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
他
者
を
真
正
面
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
の
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
）
15
（

」。
二
〇
〇
八
年
十
月
の

悲
し
い
事
件
を
思
い
出
す
。
あ
の
九
州
の
若
い
母
親
は
、
わ
が
子
の
顔
を
見
詰
め
な
が
ら
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
で
そ
の
首
を
絞
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
？
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第
三
部　

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
神
学
思
想
の
概
観

（
1
）
驚
き
の
思
い
︱︱
「
わ
た
し
が
祈
り
求
め
た
の
は
奇
跡
で
は
な
く
驚
き
の
思
い
で
し
た
」

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
米
国
で
は
「
驚
き
の
思
い
の
哲
学
者
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
沈
黙
の
春
』
の
著
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
ユ

ダ
ヤ
系
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
・
ラ
イ
タ
ー
）
の
好
き
なthe sense of w

onder

は
、
お
そ
ら
く
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
思
想
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
。

一
見
平
凡
・
陳
腐
な
出
来
事
や
現
象
の
う
ち
に
神
に
よ
る
奇
跡
を
見
る
信
仰
の
眼
、
科
学
の
眼
で
あ
る
。「
リ
ン
ゴ
の
実
が
樹
か
ら
落
ち
る
」

あ
り
ふ
れ
た
現
象
を
見
て
重
力
の
法
則
を
発
見
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
を
当
た
り
前
と
見
る
見
方
は
、

科
学
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
信
仰
の
最
大
の
敵
だ
と
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
考
え
る
。

宗
教
的
伝
統
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
宝
は
数
多
く
あ
る
が
、
驚
き
の
思
い
と
い
う
遺
産
は
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
神
の
御
旨
と
礼
拝
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
能
力
を
衰
え
さ
せ
る
も
っ
と
も
確
実
な
方
法
は
、
物
事
を
当
た
り
前
な
こ

と
と
し
て
受
け
取
る
習
慣
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
の
崇
高
な
驚
異
に
対
す
る
無
関
心
こ
そ
罪
悪
の
根
源
で
あ
る
）
16
（

。

神
を
畏
れ
敬
い
、
そ
の
限
り
な
い
恩
寵
に
感
謝
す
る
思
い
が
信
仰
の
核
心
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
神
へ
の
畏
敬
と
感
謝

に
先
立
っ
て
神
の
創
造
の
業
に
対
す
る
驚
き
の
思
い
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
創
造
の
業
の
結
果
の
も
っ
と
も
明
ら
か
な
事
実
は
、
わ

た
し
自
身
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
生
き
て
い
る
、
五
感
を
働
か
せ
て
環
境
を
知
覚
し
て
い
る
、
あ
た
か
も
呼
吸
を
す
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る
か
の
よ
う
に
、
見
聞
き
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
、
か
か
わ
る
他
者
に
つ
い
て
考
え
、
判
断
し
て
い
る
と
い
う
一
見
平

凡
な
事
実
に
、
神
の
不
思
議
な
愛
の
業
を
感
得
し
て
驚
き
、
詩
篇
の
詩
人
の
よ
う
に
、「
人
の
子
は
何
者
な
の
で
し
ょ
う
。（
月
や
無
数
の

星
を
天
に
配
置
さ
れ
た
）
あ
な
た
が
顧
み
て
く
だ
さ
る
と
は
！
」（
八
章
五
節
）
と
、
思
わ
ず
讃
嘆
の
声
を
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に

信
仰
の
原
点
が
あ
る
と
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
考
え
る
の
だ
。
そ
う
し
た
生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
の
奇
跡
性
に
鈍
感
に
な
っ
て
、
長
期
間
無
感
動

的
に
生
き
て
い
る
と
、
や
が
て
人
間
は
そ
う
し
た
生
け
る
死
か
ば
ね
状
態
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
や
異
常
性
愛
や
暴

力
や
投
機
に
刺
激
と
快
楽
と
陶
酔
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
人
間
は
万
能
感
の
囚
わ
れ
と
な
っ
て
現

実
が
見
え
な
く
な
り
、
自
己
抑
制
が
利
か
な
く
な
り
、
一
層
の
快
感
と
陶
酔
と
利
益
を
求
め
て
破
滅
へ
の
進
軍
を
続
け
る
。
一
八
七
三
年
と

一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
前
夜
の
大
バ
ブ
ル
の
怖
さ
を
忘
れ
て
、
投
機
に
熱
狂
し
続
け
た
揚
句
に
、
二
〇
〇
八
年
六
月
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を

機
に
発
生
し
た
八
度
目
の
世
界
大
恐
慌
が
、
そ
の
典
型
的
な
一
例
で
あ
ろ
う
。
驚
き
の
思
い
を
忘
れ
、
感
動
す
べ
き
も
の
に
感
動
で
き
な
く

な
っ
た
現
代
人
の
寒
々
と
し
た
精
神
的
状
況
の
つ
け
は
怖
い
と
思
う
。

注
意
す
べ
き
は
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
「
驚
く
」
と
は
、
英
語
で
い
う I am

 surprised

（
び
っ
く
り
す
る
）（
受
動
態
に
注
意
！
）
で

は
な
く
、I w

onder

（
不
思
議
に
思
う
）（
能
動
態
！
）
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
驚
く
と
い
う
行
為
（deeds of w

onder

）
を
通
し
て
驚
き

の
感
覚
（the sense of w

onder

を
生
き
い
き
と
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
）
17
（

」
と
い
う
言
葉
に
「
驚
き
の
哲
学
者
」
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
面
目
が
躍
如

と
し
て
い
る
と
、
わ
た
し
は
思
う
。

（
2
）
学
習
の
重
要
性
︱
︱
「
学
習
は
礼
拝
だ
っ
た
。
け
っ
し
て
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
）
18
（

」

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
学
習
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
例
証
と
し
て
、
八
年
前
の
拙
著
『
幸
せ
が
猟
犬
の
よ
う
に
追

い
か
け
て
く
る
――
A
・
J
・
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
生
涯
と
思
想
』（
教
文
館
）
一
八
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
す
る
。
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ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
勤
勉
な
少
年
で
あ
っ
た
。
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
強
し
た
。
勤
勉
を
貫
き
通
し
た
。
晩
年
の
十
年
間
、
社
会
問

題
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
、
反
人
種
差
別
、
反
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
そ
の
他
の
運
動
の
た
め
に
同
志
と
と
も
に
奔
走
し
て
い
た

と
き
も
、
勉
強
と
祈
祷
を
や
め
な
か
っ
た
。
彼
が
も
っ
と
も
憎
ん
だ
も
の
が
、
人
が
同
じ
人
間
に
対
し
て
冷
酷
な
仕
打
ち
を
し

た
り
侮
辱
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
特
に
公
的
な
場
所
に
お
け
る
侮
辱
が
そ
う
だ
っ
た
）。

し
か
し
そ
う
し
た
人
間
の
冷
酷
さ
無
神
経
さ
に
お
と
ら
ず
彼
が
憎
ん
だ
も
の
は
ほ
か
で
も
な
い
、
怠
惰
で
あ
っ
た
。
英
語
で

「
ひ
ま
つ
ぶ
し
」
をkilling tim

e

（
時
を
殺
す
）
と
言
う
が
、
ひ
ま
つ
ぶ
し
を
す
る
人
間
、
怠
惰
な
人
間
は
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に

よ
れ
ば
時
間
と
い
う
神
が
人
間
に
贈
っ
た
、
そ
し
て
い
ま
も
贈
り
続
け
て
い
る
か
け
が
い
な
い
生
の
持
続
の
首
を
絞
め
る
に
等

し
か
っ
た
の
で
あ
る
）
19
（

。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
学
習
の
基
本
イ
メ
ー
ジ
は
聖
典
の
反
復
学
習
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
基
本
テ
ク
ス
ト
は
「
易
し
い
文
章
」
と
は
限
ら

な
い
。
何
回
読
ん
で
も
意
味
が
透
明
に
は
な
ら
な
い
が
、
魂
の
底
か
ら
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
、
洞
察
と
霊
感
を
与
え
る
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
堅
い
文
章
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
文
語
訳
聖
書
は
反
復
練
習
に
ふ
さ
わ
し
い
。
定
年
退
職
後
の
二
〇
〇
四
年
に
始
め
た
土
曜
英

語
教
室
で
わ
た
し
は
小
学
生
に
文
語
訳
と
英
訳
で
詩
篇
や
イ
ザ
ヤ
書
を
唱
え
さ
せ
て
い
る
。
彼
ら
は
い
や
が
ら
ず
に
大
き
な
声
で
教
師
に
な

ら
っ
て
朗
読
す
る
。
学
校
で
い
じ
め
に
遭
う
生
徒
に
と
っ
て
、「
悪
し
き
人
は
し
か
ら
ず
。
風
に
吹
き
去
る
も
み
が
ら
の
如
し
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
な
ど
印
象
深
く
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
学
問
観
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
中
世
ユ
ダ
ヤ
教
哲
学
の
碩
学
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
一
一
三
五
―

一
二
〇
四
）
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
の
医
学
者
と
し
て
も
最
高
の
業
績
を
残
し
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
と
っ
て
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
知
識
は
人
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間
が
所
有
し
う
る
最
高
の
知
識
で
あ
っ
た
」
が
、
し
か
し
「
神
に
よ
る
啓
示
を
通
し
て
預
言
の
レ
ベ
ル
に
、
す
な
わ
ち
存
在
す
る
最
高
段
階

の
知
識
に
達
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
）
20
（

」
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
超
え
て
い
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
と
っ
て
と
同
様
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
と
っ
て

も
、
学
問
と
礼
拝
（
祈
祷
）
が
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
一
事
に
よ
っ
て
も
推
測
で
き
る
。
同
書
に
お
い
て
ヘ
ッ
シ
ェ
ル

は
「（
若
い
頃
か
ら
人
間
的
知
性
の
限
界
を
自
覚
し
て
い
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
と
っ
て
）
祈
り
は
思
惟
過
程
の
一
要
因
で
あ
り
、
認
識
は
神

の
賜
物
と
し
て
現
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
学
問
観
の
真
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
使
命
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）
預
言
者
と
神
の
パ
ト
ス
へ
の
共
感
︱
︱
「
神
に
対
し
て
は
民
の
側
に
、
民
に
対
し
て
は
神
の
側
に
立
つ
」

神
学
者
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
が
も
っ
と
も
深
い
関
心
を
抱
き
続
け
た
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
提
出
し
た

学
位
論
文
の
主
題
は
「
預
言
者
的
意
識
」D

as Prophetische B
ew

usstsein

（
た
だ
し
著
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
き
の
タ
イ
ト
ル
は
『
預

言
』D

ie Prophetie

）
だ
っ
た
し
、
米
国
に
渡
っ
て
か
ら
書
い
た
大
著
の
一
つ
で
、
欧
米
で
も
っ
と
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
著
書
は
『
イ
ス

ラ
エ
ル
預
言
者
）
21
（

』
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
神
の
パ
ト
ス
と
は
、
ス
ト
ア
派
の
哲
学
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
教
典

『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ロ
ゴ
ス
一
辺
倒
の
法
則
的
、
静
態
的
な
神
と
は
違
っ
て
、
人
格
的
存
在
で
あ
り
、
ロ
ゴ
ス
と

共
に
深
い
感
情
性
を
湛
え
た
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
聖
書
的
神
の
性
質
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
で
は
主
と
し
て
人
間
の
性
懲
り
な
い

悪
行
、
残
酷
、
快
楽
主
義
に
対
す
る
神
の
憤
り
を
指
す
。
預
言
者
は
こ
う
し
た
神
の
怒
り
と
し
て
の
パ
ト
ス
に
共
感
し
て
同
胞
た
ち
に
「
神

へ
の
立
ち
帰
り
」
を
訴
え
る
勇
気
を
持
ち
、
背
き
の
罪
に
対
し
て
呵
責
な
い
神
の
言
葉
を
同
胞
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
ぬ
内
的
衝
迫
に
動
か

さ
れ
る
人
間
で
あ
る
。「
主
の
名
を
口
に
す
ま
い
、
も
う
そ
の
名
に
よ
っ
て
語
る
ま
い
、
と
思
っ
て
も
、
主
の
言
葉
は
わ
た
し
の
心
の
中
で
、

骨
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
熾
火
の
よ
う
に
燃
え
上
が
り
ま
す
」（
エ
レ
ミ
ヤ
書
二
〇
章
九
節
）
と
い
う
エ
レ
ミ
ヤ
の
言
葉
に
典
型
的
に
示
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さ
れ
て
い
る
よ
う
に
。
同
時
に
神
が
怒
り
の
鉄
槌
を
民
に
下
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
民
の
肩
を
も
っ
て
「
主
な
る
神
よ
、
ど
う
ぞ
赦
し
て
く

だ
さ
い
。
ヤ
コ
ブ
は
ど
う
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
彼
は
小
さ
い
者
で
す
」（
ア
モ
ス
書
七
章
二
節
）
と
と
り
な
す
の
も
預
言

者
で
あ
る
。

黒
人
に
対
す
る
無
神
経
な
差
別
の
慣
習
に
対
し
て
憤
激
し
、
公
民
権
運
動
に
冷
淡
な
同
胞
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
か
っ
た
時
期
に
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ

系
ア
メ
リ
カ
人
を
差
別
側
「
白
人
」
と
し
て
白
眼
視
し
て
い
た
黒
人
の
多
か
っ
た
時
期
に
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
と
連

帯
し
て
抗
議
行
動
を
続
け
た
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
真
に
預
言
者
的
人
間
だ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
）
22
（

。

（
4
）	

敬
虔
︱
︱
「
敬
虔
な
人
は
例
外
的
な
も
の
に
依
存
し
て
は
い
な
い
。
霊
的
な
も
の
の
領
域
で
は
平
凡
な
行
為
が
冒
険

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
」

バ
ル
ト
が
十
九
世
紀
神
学
一
般
を
「
敬
虔
主
義
」
と
い
う
言
葉
で
括
っ
て
、
徹
底
的
に
批
判
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
著
書

『
ロ
ー
マ
書
』
に
は
特
に
そ
う
し
た
批
判
性
が
露
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
神
の
絶
対
的
な
聖
、
知
恵
、
恩
寵
の
前
に
人
間
の
敬
虔
や
知
恵
や

業
や
美
徳
や
努
力
や
計
画
性
な
ど
は
無
に
等
し
い
、
人
間
自
身
の
救
済
に
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、
と
い
う
の
は
確
か
で
あ
る
。
ま
し
て
や

敬
虔
的
感
情
の
自
己
目
的
化
と
し
て
の
敬
虔
主
義
が
無
に
等
し
い
こ
と
は
、
バ
ル
ト
の
示
唆
す
る
よ
う
に
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い

え
、
バ
ル
ト
が
批
判
す
る
の
は
敬
虔
主
義
で
あ
っ
て
敬
虔
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
彼
の
『
ロ
ー
マ
書
）
23
（

』
を
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

バ
ル
ト
は
神
へ
の
信
従
行
為
、
す
な
わ
ち
神
の
絶
対
的
恩
寵
の
証
言
と
し
て
の
、
ま
た
神
の
聖
、
義
、
愛
、
善
が
人
間
を
通
し
て
表
現
さ
れ

る
も
の
と
し
て
の
、
人
間
の
義
、
愛
、
善
は
肯
定
し
て
い
る
。
律
法
と
預
言
者
が
預
言
し
証
言
し
て
い
る
神
の
人
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

認
め
ず
拒
む
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
存
在
が
「
こ
の
よ
う
に
持
続
し
た
の
は
、
彼
ら
が
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
確
固
と
し
て
支
え
ら
れ
た
か
ら
な
の
で

あ
る
）
24
（

」
と
い
う
バ
ル
ト
自
身
の
言
葉
に
も
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
敬
虔
は
、
ま
さ
し
く
歴
史
を
通
し
て
働
い
て
い
る
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神
の
無
償
の
不
思
議
な
業
な
の
で
す
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
自
身
に
「
敬
虔
な
人
」
が
ど
の
よ
う
な
人
か
を
語
ら
せ
よ
う
。

敬
虔
は
そ
れ
自
身
を
超
え
た
何
者
か
を
指
し
て
い
る
。
内
的
生
の
中
で
作
用
し
な
が
ら
も
、
敬
虔
は
人
間
を
超
越
し
た
な
に

も
の
か
へ
、
現
在
の
瞬
間
を
超
え
て
行
く
な
に
も
の
か
へ
、
見
え
る
も
の
と
見
え
ざ
る
も
の
の
双
方
を
乗
り
越
え
る
な
に
も
の

か
へ
、
わ
れ
わ
れ
を
差
し
向
け
る
。
人
間
が
感
覚
的
な
も
の
や
野
心
に
没
頭
し
よ
う
と
す
る
の
を
絶
え
ず
妨
げ
つ
つ
、
敬
虔
は

利
害
と
欲
望
よ
り
も
、
情
熱
と
職
業
上
の
出
世
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
な
に
も
の
か
の
擁
護
者
と
し
て
毅
然
と
し
て
立
っ
て
い

る
。
世
界
の
美
と
魅
力
を
否
定
は
し
な
い
が
、
生
が
広
大
な
地
平
の
下
で
、、
個
人
的
生
、
い
や
一
国
の
生
、
一
世
代
の
、
さ

ら
に
は
一
時
代
の
生
の
範
囲
す
ら
超
え
て
延
び
広
が
る
地
平
の
下
で
生
起
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
敬
虔
な
人
間
は
悟
っ
て

い
る
。
彼
の
霊
的
視
力
は
神
的
な
も
の
を
指
し
示
す
な
に
も
の
か
を
看
取
す
る
。
些
細
な
も
の
の
中
に
意
義
深
い
も
の
を
、
平

凡
な
も
の
、
単
純
な
も
の
の
う
ち
に
究
極
的
な
も
の
を
感
得
す
る
。
…
…

敬
虔
な
人
と
い
え
ど
も
、
圧
迫
や
ス
ト
レ
ス
の
甚
だ
し
い
と
き
は
つ
ま
ず
く
か
も
し
れ
な
い
。
…
…
し
か
し
聖
な
る
も
の
へ

の
忠
誠
心
が
緩
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
源
泉
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な
い
）
25
（

。

前
期
バ
ル
ト
の
よ
う
に
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
人
間
と
神
と
を
峻
別
し
て
、
人
間
の
側
に
一
切
の
善
性
を
認
め
ぬ
立
場
は
と
ら
な
い
。
第
二
次

大
戦
直
前
ス
イ
ス
に
赴
い
た
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
バ
ル
ト
と
の
接
触
を
試
み
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
神
学
者
、
牧
師
と
し
て
社

会
的
不
正
、
不
平
等
と
敢
然
と
戦
っ
て
い
る
ラ
ガ
ー
ツ
に
む
し
ろ
共
感
を
示
し
て
い
た
と
い
う
）
26
（

。
彼
に
と
っ
て
敬
虔
な
人
と
は
、
上
品
ぶ
っ

た
宗
教
的
偽
善
者
ど
こ
ろ
か
、
ラ
ガ
ー
ツ
の
よ
う
な
社
会
的
弱
者
の
救
済
の
た
め
に
果
敢
に
闘
う
人
を
指
す
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が

す
る
。

ky45306ヘッシェルcB.indd   324 09.10.13   11:10:02 PM



325 ヘッシェルの生涯およびその中心的神学思想の概観

（
5
）
慣
例
遵
守
（observance

）
︱︱
「
慣
例
遵
守
に
よ
っ
て
彼
は
危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

こ
れ
は
伝
統
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一
日
二
回
の
祈
り
や
金
曜
夕
べ
の
カ
バ
ラ
ッ
ト
・
シ
ャ
バ
ッ
ト
礼
拝
や
安
息
日
礼
拝
や
食
餌
規
定

（
コ
シ
ュ
ル
ー
ト
）
を
き
ち
ん
と
果
た
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
慣
例
遵
守
の
人
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
保
守
的
な
ユ
ダ
ヤ

教
徒
で
あ
る
。
近
代
化
が
進
む
に
つ
れ
て
慣
例
遵
守
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
基
督
教
徒
も
そ
の
点
で
は
同
じ

だ
が
、
比
較
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
方
が
慣
例
遵
守
に
つ
い
て
は
厳
格
だ
と
思
う
。
こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
律
法
主
義
の
一
言
で
片
づ
け

が
ち
だ
が
、
慣
例
遵
守
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ら
、
事
実
上
信
仰
は
維
持
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
危
機
に
直
面
し
て
精
神
的
に
不
安
が
強
ま
っ
た

り
、
憂
う
つ
に
な
っ
た
り
す
る
と
き
、
精
神
の
支
え
と
な
る
の
は
意
外
と
慣
例
遵
守
で
あ
る
。
わ
た
し
に
も
覚
え
が
あ
る
。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
も
一
日
二
度
祈
祷
書
を
唱
え
る
習
慣
に
よ
っ
て
危
機
か
ら
助
け
ら
れ
た
と
、
ユ
ダ
ヤ
教
祈
祷
論
『
人
間
の
神
探
究
）
27
（

』
の
中
で

書
い
て
い
る
。
二
〇
歳
の
と
き
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
す
る
た
め
単
身
ベ
ル
リ
ン
に
行
っ
た
が
、
こ
の
文
明
の
先
端
を
行

く
大
都
市
で
お
上
り
さ
ん
的
な
広
場
恐
怖
症
的
心
境
に
陥
っ
た
ら
し
く
、
今
後
の
生
活
や
勉
強
に
つ
い
て
の
不
安
に
苦
し
め
ら
れ
、
悶
も
ん

と
す
る
う
ち
、
ふ
と
夕
日
が
沈
む
の
を
見
て
、
こ
こ
し
ば
ら
く
日
々
の
祈
祷
の
慣
例
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、「
ほ
む
べ
き
か
な
わ

れ
ら
の
神
な
る
主
。
御
言
葉
に
よ
っ
て
夕
べ
の
時
を
も
た
ら
す
、
宇
宙
世
界
の
王
よ
…
…
」
と
、
夕
べ
の
祈
り
を
唱
え
始
め
た
。
そ
れ
が
す

む
と
口
を
つ
い
て
出
て
き
た
の
は
、「
す
べ
て
の
山
々
の
頂
き
の
彼
方
に
今
し
も
静
寂
あ
り
き
」
と
い
う
ゲ
ー
テ
の
詩
だ
っ
た
。
異
教
徒
の

ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
生
の
神
秘
は
静
寂
、
死
、
忘
却
で
あ
ろ
う
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
と
っ
て
は
「
す
べ
て
の
山
々
の
頂
き
の
彼
方
に
神
の
言
葉

あ
り
」
だ
と
、
青
年
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
思
う
。
こ
う
し
て
彼
は
平
常
心
を
と
り
も
ど
し
た
。
慣
例
遵
守
に
よ
っ
て
彼
は
精
神
的
危
機
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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（
6
）
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
（
神
命
、
誡
め
を
意
味
す
る
ミ
ツ
ヴ
ァ
ー
の
複
数
形
）
︱︱
そ
の
限
り
な
く
豊
か
な
含
意

A 
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
特
性
――
五
感
で
知
覚
で
き
る
よ
う
な
具
体
性
を
帯
び
た
恵
み
の
誡
め

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
人
類
に
対
し
て
も
っ
と
も
貢
献
し
う
る
無
比
の
思
想
は
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
思
想
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
徒
は
と
か
く
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う
と
律
法
主
義
と
結
び
つ
け
が
ち
で
す
が
、
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
源
は
神
が
シ
ナ
イ
で
モ
ー
セ
を
通
し

て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
人
類
に
賜
っ
た
恵
み
の
誡
め
で
あ
る
。
日
に
二
度
も
し
く
は
三
度
の
礼
拝
と
週
一
度
の
安
息
日
遵
守
、
そ
し
て
隣
人
、
と

く
に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
隣
人
へ
の
親
切
、
善
き
行
為
、
具
体
的
援
助
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
幸
せ
で
あ
る
。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
ヘ

ブ
ラ
イ
語
の
「
ミ
ツ
ヴ
ァ
ー
、
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
」
は
あ
た
か
も
五
感
で
知
覚
で
き
る
よ
う
な
具
体
性
が
あ
る
。「
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
を
そ
れ
に

充
当
す
る
」「
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
」「
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
は
大
切
な
友
達
」「
そ
れ
が
な
い
と
裸
も
同
然
の
着
物
」
等
々
の
用
法
が

あ
る
）
28
（

。
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
と
っ
て
善
は
生
命
で
あ
り
、
悪
は
死
で
あ
る
。
古
代
英
語
で
は
善
はgood

で
もgod

で
も

表
せ
た
。
ど
ん
な
に
些
細
な
善
行
に
も
神
宿
る
、
と
い
う
暗
黙
の
信
仰
が
そ
の
前
提
に
あ
っ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。G

od

は
す
べ
て
の

good

の
源
泉
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
受
け
継
が
れ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
思
想
の
背
景
に

も
こ
れ
に
類
似
し
た
原
始
的
思
惟
が
働
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。　

B 

イ
ン
セ
ス
ト
禁
忌
の
普
遍
性
―
―
人
間
が
人
間
に
な
る
た
め
に
避
け
て
通
れ
ぬ
掟

神
与
の
律
法
を
至
上
の
も
の
と
す
る
点
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
的
特
徴
の
一
つ
が
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
こ
こ
で
律
法
あ
る
い

は
掟
が
人
類
に
と
っ
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
無
意
義
で
は
な
い
と
思
う
。
文
化
人
類
学
者
は
す
べ
て
の
民
族
に
イ
ン

セ
ス
ト
禁
忌
が
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
禁
忌
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
古
来
近
親
結
婚
か
ら
は
劣
性
遺
伝
が
発
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現
し
や
す
く
、
比
較
的
心
身
障
害
児
出
生
の
頻
度
が
高
い
と
い
う
生
物
学
的
、
医
学
的
理
由
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
き
た
が
、
事
柄
の
性
質

上
調
査
に
困
難
が
あ
る
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
他
世
代
に
わ
た
る
厳
密
な
科
学
的
調
査
に
裏
付
け
さ
れ
た
論
文
は
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
常
識
か
ら
考
え
て
み
て
、
こ
う
し
た
厳
し
い
禁
忌
が
ど
の
民
族
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
近
親
姦
へ
の
誘
惑

が
き
わ
め
て
強
い
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
近
親
姦
が
許
容
さ
れ
、
実
行
さ
れ
れ
ば
、
家
庭
構
造
が
崩
壊
し
て
、
健
や
か
な
育
児

と
正
常
な
親
子
・
き
ょ
う
だ
い
関
係
が
不
可
能
に
な
り
、
あ
る
意
味
で
人
間
が
人
間
に
な
れ
な
い
事
態
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
部
族
が
他
部
族
と
の
社
会
的
共
存
関
係
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
「
交
換
」
を
可
能
に
す
る

た
め
に
、
イ
ン
セ
ス
ト
禁
忌
が
要
請
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
）
29
（

、
こ
う
し
た
経
済
人
類
学
的
理
由
の
背
景
に
は
、
今
わ
た
し
が
述
べ

た
よ
う
な
常
識
的
憂
慮
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

C 

ど
う
し
て
人
類
だ
け
が
掟
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
――
E
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
学
ぶ

人
間
社
会
が
イ
ン
セ
ス
ト
禁
忌
を
初
め
と
す
る
多
く
の
掟
あ
る
い
は
律
法
の
体
系
に
よ
っ
て
秩
序
を
守
ら
れ
て
存
続
し
て
お
り
、
そ
れ
が

万
一
他
の
社
会
集
団
に
よ
っ
て
暴
力
的
に
破
壊
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
内
部
矛
盾
の
激
発
に
よ
っ
て
自
壊
す
る
か
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
崩
壊

は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
律
法
自
体
あ
る
い
は
律
法
解
釈
が
社
会
の
進
展
に
適
合
せ
ず
に
そ
れ
を
阻
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
適
正
に
改
革

さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
社
会
集
団
は
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
危
機
に
陥
る
。
こ
う
し
た
過
程
は
歴
史
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し

て
人
類
だ
け
が
そ
う
し
た
「
掟
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
人
間
が
言
語
、
あ
る
い
は
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
）
30
（

の
言
う
意
味

で
の
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
に
よ
っ
て
生
き
る
存
在
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
文
字
が
発
明
さ
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
言
語
は
存
在
し
、

掟
は
あ
っ
た
。
言
語
に
よ
っ
て
人
類
は
直
接
的
、
即
時
的
な
刺
激
―
反
応
系
、
環
境
へ
の
直
接
的
適
応
系
（
い
わ
ゆ
る
本
能
）
を
超
え
る
象

徴
的
、
間
接
的
、
遅
延
的
（
思
考
―
判
断
―
解
釈
に
媒
介
さ
れ
た
）
適
応
系
の
次
元
に
入
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
間

は
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
善
と
共
に
悪
を
も
な
し
う
る
自
由
を
獲
得
す
る
。
そ
の
結
果
、
共
同
体
の
安
全
を
守
る
た
め
に
掟
が
必
要
に
な
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る
。
こ
う
し
て
人
間
は
真
に
（
人
）
類
的
な
存
在
（
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
）
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
動
物
界
に
見
ら
れ
ぬ
複
雑
な
社
会
、
文

化
、
文
明
が
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
て
ゆ
く
。
社
会
は
必
然
的
に
他
者
関
係
か
ら
な
り
、
互
い
に
侵
し
あ
わ
ぬ
よ
う
道
徳
的
秩
序
が
要
請
さ
れ

る
。
イ
ン
セ
ス
ト
禁
忌
（
十
戒
で
は
第
六
戒
と
第
十
戒
に
潜
在
し
て
い
る
）
を
中
心
と
し
た
律
法
体
系
の
誕
生
で
あ
る
。
歴
史
的
に
見
て
、

本
当
に
必
要
な
こ
と
は
必
ず
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
マ
ル
ク
ス
）。

D 

律
法
の
起
源
は
何
か
、
モ
ー
セ
は
な
ぜ
掟
を
大
切
に
し
た
の
か
――
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
（
一
八
七
五
―
一
九
五
五
）
に

学
ぶ

二
十
世
紀
の
代
表
的
小
説
家
の
一
人
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
「
掟
」（D

as G
esetz

）
と
い
う
短
編
小
説
が
あ
る
。
大
長
編
『
ヨ
ー
ゼ
フ

と
そ
の
兄
弟
た
ち
』
を
完
成
し
て
ま
も
な
い
一
九
四
三
年
春
（
米
国
亡
命
中
）
に
書
き
上
げ
た
小
説
で
、
当
時
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
殲

滅
政
策
が
進
行
中
だ
っ
た
。
妻
は
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
だ
っ
た
た
め
生
命
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
兄
弟
も
ナ
チ
ス
の
犠
牲
に
な
り
、
彼
自
身

も
自
由
な
作
家
活
動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
一
層
、
彼
は
戦
争
暴
力
の
根
底
に
潜
む
道
徳
的
秩
序
の
崩
壊
と
再
建
の
問
題
に
強

い
関
心
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
セ
が
奔
放
な
エ
ジ
プ
ト
の
王
女
と
質
朴
な
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
奴
隷
と
の
間
に
生
ま

れ
た
と
仮
定
す
る
こ
の
短
編
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
、
律
法
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て
興
味
深
い
光
を
当
て
て
い
る
。
父
は
ナ
イ

ル
河
畔
で
王
女
に
誘
惑
さ
れ
て
関
係
を
持
っ
た
直
後
に
殺
さ
れ
て
埋
め
ら
れ
、
ヤ
コ
ブ
の
子
レ
ヴ
ィ
の
子
孫
ア
ム
ラ
ム
、
ヨ
ケ
ベ
デ
夫
妻
に

育
て
ら
れ
る
。
長
じ
て
エ
ジ
プ
ト
宮
殿
内
で
教
育
さ
れ
、
や
が
て
己
が
胸
の
内
に
住
む
神
の
召
し
に
従
い
、
隷
属
状
態
に
あ
る
同
胞
ユ
ダ
ヤ

人
の
解
放
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、
解
放
後
シ
ナ
イ
山
で
神
か
ら
十
戒
を
授
か
り
、
石
板
に
そ
れ
を
刻
む
。
小
説
冒
頭
の
記
述
に
モ
ー
セ
が

律
法
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
た
理
由
が
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
生
ま
れ
は
無
秩
序
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は
情
熱
的
に
秩
序
を
愛
し
た
。
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
命
令
や
禁
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令
を
愛
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
若
い
と
き
に
、
逆
上
し
て
人
を
殺
し
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
人
を
殺
す
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、

人
を
殺
し
た
と
い
う
経
験
は
厭
わ
し
い
限
り
だ
、
人
を
殺
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
そ
う
し
た
経
験
の
な
い
だ
れ

よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。

彼
は
多
情
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
精
神
的
な
、
純
粋
な
、
神
聖
な
も
の
、
す
な
わ
ち
目
に
見
え
な
い
も
の
を
渇
望
し
た
。
…
…）31
（

こ
こ
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
は
、（
1
）
暴
力
や
放
蕩
は
激
情
や
欲
望
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
、（
2
）
暴
力
は
、
た
と
え
モ
ー
セ
の
場

合
の
よ
う
に
正
義
感
か
ら
行
わ
れ
る
場
合
で
も
、
倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
、（
3
）
社
会
を
無
秩
序
へ
の
転
落
か
ら
守

る
た
め
に
掟
あ
る
い
は
律
法
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

E 

偶
像
崇
拝
は
人
間
の
自
己
疎
外
即
自
己
奴
隷
化
で
あ
り
、
自
他
へ
の
暴
力
性
を
含
意
す
る

掟
に
は
あ
る
社
会
あ
る
い
は
時
代
に
の
み
妥
当
す
る
派
生
的
な
も
の
と
、
モ
ー
セ
の
十
戒
の
よ
う
な
世
代
を
超
え
た
人
類
普
遍
の
倫
理
的

掟
が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
コ
シ
ュ
ル
ー
ト
や
イ
ス
ラ
ム
の
禁
酒
な
ど
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
十
戒
の
第
二
戒
、
偶
像
崇
拝
の
禁
止
は
ど
う
か
と

い
う
問
い
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
確
か
に
、
殺
人
や
姦
淫
と
は
違
う
が
、
偶
像
崇
拝
の
本
質
は
人
間
に
よ
っ
て
造
り
だ
さ
れ
た
物

や
人
間
の
属
性
に
人
間
自
身
が
屈
服
す
る
意
味
で
必
然
的
に
自
己
疎
外
で
あ
り
、
人
間
本
性
に
対
し
て
搾
取
性
、
暴
力
性
を
帯
び
る
。
そ
れ

は
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に）32
（

神
に
よ
る
出
エ
ジ
プ
ト
の
恵
み
に
背
く
行
為
、「
自
分
を
奴
隷
と
し
て
身
売
り
す
る
」
に
等
し
い

行
為
だ
か
ら
で
あ
る
）
33
（

。

以
上
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
所
論
か
ら
離
れ
て
律
法
の
起
源
と
そ
の
意
義
一
般
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
最
後
に
主
題
に
帰
り
、
ヘ
ッ
シ
ェ

ル
の
ハ
ラ
ハ
ー
論
に
触
れ
て
拙
論
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
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F 

ハ
ラ
ハ
ー
と
ア
ガ
ダ
ー
の
相
補
性
の
原
則

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
狭
義
の
律
法
あ
る
い
は
誡
め
と
し
て
の
ハ
ラ
ハ
ー
以
上
に
救
い
の
出
来
事
と
愛
の
物
語
、
比
喩
と
し
て
の
ア
ガ
ダ
ー
を

評
価
し
た
が
、
し
か
し
ハ
ラ
ハ
ー
に
は
ア
ガ
ダ
ー
に
は
な
い
独
自
の
意
味
、
役
割
、
機
能
が
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
ハ
ラ
ハ
ー
と

ア
ガ
ダ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
役
割
と
限
界
、
互
い
に
他
を
欠
い
て
は
成
立
し
な
い
両
者
の
相
補
性
に
つ
い
て
見
事
に
解
明
し
た
記
述
を
紹

介
し
よ
う
。

…
…
ハ
ラ
ハ
ー
は
不
動
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
己
の
生
活
を
形
づ
く
っ
て
い
く
強
靭
さ
を
表
し
て
い
る
。
い
わ
ば
混
沌
と
し
た

も
の
に
形
式
を
賦
与
す
る
力
と
言
え
よ
う
。
他
方
ア
ガ
ダ
ー
は
、
し
ば
し
ば
あ
ら
ゆ
る
制
約
を
超
え
よ
う
と
す
る
人
間
の
止
む

こ
と
な
き
奮
闘
努
力
の
表
現
で
あ
る
。
ハ
ラ
ハ
ー
は
生
存
の
合
理
化
、
図
式
化
で
あ
る
。
定
義
し
、
明
記
し
、
計
量
し
、
限
定

し
、
生
を
厳
密
な
シ
ス
テ
ム
の
中
に
置
く
。
ア
ガ
ダ
ー
は
神
、
他
の
人
々
、
お
よ
び
世
界
と
の
、
言
葉
で
言
い
表
し
え
ぬ
か
か

わ
り
を
扱
う
。
ハ
ラ
ハ
ー
は
律
法
を
扱
い
、
ア
ガ
ダ
ー
は
律
法
の
意
味
を
扱
う
。
…
…
ハ
ラ
ハ
ー
が
日
常
的
行
為
の
実
行
法
を

教
え
て
く
れ
る
の
に
対
し
て
、
ア
ガ
ダ
ー
は
永
遠
の
ド
ラ
マ
に
参
加
す
る
方
法
を
教
え
る
。
…
…
ハ
ラ
ハ
ー
は
法
令
を
布
告

し
、
ア
ガ
ダ
ー
は
霊
感
を
吹
き
こ
む
。
ハ
ラ
ハ
ー
と
ア
ガ
ダ
ー
の
相
互
関
係
こ
そ
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
で
あ
る
。
ア
ガ
ダ
ー
な
き

ハ
ラ
ハ
ー
は
死
ん
で
お
り
、
ハ
ラ
ハ
ー
な
き
ア
ガ
ダ
ー
は
荒
れ
狂
っ
て
い
る
）
34
（

。

こ
の
引
用
の
最
後
の
数
行
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
神
学
者
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
真
骨
頂
が
表
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
わ
た
し
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。「
ア

ガ
ダ
ー
な
き
ハ
ラ
ハ
ー
は
死
ん
で
お
り
、
ハ
ラ
ハ
ー
な
き
ア
ガ
ダ
ー
は
荒
れ
狂
っ
て
い
る
」。
ト
ー
マ
ス
マ
ン
の
『
ヨ
ー
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟

た
ち
』
と
『
掟
』
の
二
作
を
貫
い
て
い
る
の
も
同
じ
直
観
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
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ハ
ラ
ハ
ー
と
ア
ガ
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
貫
き
つ
つ
一
体
と
な
っ
て
働
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
が
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
神
学
で
あ
り
、
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
の
依
拠
す
る
ラ
ビ
的
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
距
離
を
と
り
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
神
髄
に
近
付
き
つ
つ
、
な
お
ハ
ス
カ
ラ
（
ユ
ダ
ヤ
啓
蒙
主

義
）
の
残
渣
を
留
め
る
ブ
ー
バ
ー
の
そ
れ
と
も
一
線
を
画
す
独
自
の
ユ
ダ
ヤ
教
観
で
あ
る
。

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
に
と
っ
て
神
が
モ
ー
セ
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
通
し
て
人
類
に
十
戒
を
授
け
た
シ
ナ
イ
の
出
来

事
（
ア
ガ
ダ
ー
）
は
、
一
回
限
り
起
こ
っ
た
出
来
事
で
は
な
い
。
個
人
と
し
て
、
共
同
体
と
し
て
、
社
会
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
の
置
か
れ

た
状
況
に
お
い
て
、
不
断
に
生
起
し
て
い
る
出
来
事
で
あ
る
。「
石
造
の
記
念
碑
は
い
ず
れ
消
え
去
る
運
命
に
あ
る
。
だ
が
霊
に
刻
ま
れ
た

日
々
（
ア
ガ
ダ
ー
）
は
決
し
て
過
ぎ
去
る
こ
と
は
な
い
。
…
…
律
法
が
神
か
ら
授
与
さ
れ
た
日
は
決
し
て
過
去
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
日

は
ま
さ
し
く
今
日
な
の
で
あ
り
、
毎
日
な
の
で
あ
る
）
35
（

」。
以
上
の
言
葉
か
ら
、
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
が
ア
ガ
ダ
ー
と
の
関
連
で
ハ
ラ
ハ
ー
、
す
な
わ

ち
律
法
を
ど
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
隷
属
か
ら
の
、
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
の
宣
言
で
あ
り
、

「
自
由
に
生
き
よ
」
と
い
う
命
令
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
由
が
放
蕩
無
頼
に
、
救
い
よ
う
の
な
い
利
己
主
義
に
、
自
他
へ
の
暴
力
性
に
、
隣

人
の
不
幸
へ
の
無
関
心
に
堕
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
、
個
人
が
、
共
同
体
が
、
社
会
が
心
し
て
守
る
べ
き
恵
み
の
誡
め
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

結　

論

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
生
涯
と
そ
の
思
想
を
調
べ
究
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
キ
リ
ス
ト
者

が
、
新
約
聖
書
に
登
場
す
る
フ
ァ
リ
サ
イ
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
律
法
主
義
的
ユ
ダ
ヤ
教
観
で
は
見
え
な
か
っ
た
、
あ
る
意
味
で
神
へ
の
愛
を
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人
間
へ
の
愛
を
通
し
て
実
践
し
た
、
ま
た
そ
う
し
た
愛
の
実
践
を
通
し
て
神
の
底
知
れ
ぬ
無
償
の
愛
を
啓
示
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
精

神
、
生
き
方
に
一
脈
通
う
も
の
が
ユ
ダ
ヤ
教
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
神
の
前
に
人
類
の
背
き
の
罪
即
隣
人
の
不

幸
に
対
す
る
無
関
心
、
冷
酷
さ
を
負
っ
て
贖
罪
の
死
を
遂
げ
た
イ
エ
ス
の
う
ち
に
メ
シ
ア
を
見
出
さ
な
い
ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
思
想
が
ユ
ダ
ヤ
教

の
限
界
内
に
留
ま
る
こ
と
は
正
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
限
界
内
か
ら
、
生
涯
を
通
し
て
彼
が
身
を
も
っ
て
説
き
続
け

た
聖
書
の
真
理
の
数
々
は
、
こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
自
身
の
（
特
に
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
）
偏
見
、
非
寛
容
、
限
界
を
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
彼
の
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
思
想
と
ハ
ラ
ハ
ー
と
ア
ガ
ダ
ー
の
相
補
性
の
原
則
の
思
想
は
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
べ

き
多
く
の
真
理
を
は
ら
ん
で
い
る
と
信
じ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
ハ
ラ
ハ
ー
と
の
関
係
を
問
う
て
み
る
な
ら
ば
、
ハ
ラ
ハ
ー
（
狭
義
の
律
法
）
と
ア
ガ
ダ
ー
（
救
済
の
出

来
事
お
よ
び
救
済
史
）
が
後
者
優
位
に
調
和
的
に
働
き
合
う
と
き
の
微
妙
な
感
覚
を
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
と
呼
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
繰
り
返
す
が
、
ミ
ツ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
思
想
の
妙
味
は
、
英
語
史
的
に
言
え
ば
、
す
べ
てgood

な
も
の
はG

od

か
ら
到
来

す
る
と
い
う
信
仰
に
あ
る
。
心
を
こ
め
て
す
る
家
事
や
日
々
の
職
務
や
小
さ
な
親
切
や
議
員
選
挙
の
投
票
行
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
奉
仕

な
ど
、
そ
し
て
家
族
と
滋
養
あ
る
粗
食
を
お
い
し
く
味
わ
い
、
好
き
な
歌
を
歌
い
、
好
き
な
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
、
年
寄
り
と
子

供
と
障
害
者
を
大
切
に
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
に
お
い
て
神
が
介
入
し
、
助
力
し
、
導
い
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
の

が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
安
息
日
、
聖
日
の
礼
拝
遵
守
の
誡
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
平
凡
な
日
常
性
の
祝
福
を
感
じ
取
る
感
覚
を
と
り
も
ど
す
の
に

ヘ
ッ
シ
ェ
ル
の
思
想
は
助
け
に
な
る
と
思
う
。
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